
技術・家庭科学習指導案

平成 15年 11月 28日 (木)5校 時

1年 5組  男 子16名

技術とものづくり

指導者 高  橋  光  広

女子 17名  合 計 33名  北 校舎 1階  第 1技術室

2 加  工  の こぎりでの効率的な切断

4 題 材について

本題材はものを作るにあたって材料を加工するという基本的な技能を体験し考える重要な単元である。これは学習指導要領におい

て示される技術分野の 『A技 術とものづくり』「(3)イ 」に当てはまる部分である。「技術とものづくり」の大きな柱は 「設計」と 「製

作」に分けられると考える。「製作」のなかでも重要な割合を示すのが 「加工」であるがヽその中で 「切断」は材料とりや作業を行う
上で寸法通りに部品加工を行うという最も重要な作業であり、作業頻度も高い。この 「切断」について習熟することは、部品加工を
正確に行うことにつながり、正確に加工を行うことができるようになることによつて、満足感や達成感を持たせることができ、次の

作業への意欲を掻き立てることができると考えられる。学習指導要領には技術 '家庭科の最終的な目標としては進わで生活を工夫す
ることや創造することが示されており、従来の実践的・体験的な学習活動をさらに吟味し、仕事の楽しさや完成の喜ぴが味わえるよ

う生徒の実態に即した内容を準備することが必要とされている。「製作」の一つ
一つの過程において満足感・達成感をもたせることか

ら仕事の楽しさや完成の喜びを味わわせ、進んで生活を工夫することや創造することに関心を持つて、意欲的に取り組む姿勢と態度
を育てていくことができると考えられる。
「技術とものづくり」の授業をはじめるにあたり、加工経験についてアンケートを行つた。のこざりを使ったことがあると答えた

人数は多かったものの、「線に沿つてまっすぐ切断する」など、いわゆる 「上手に切断する」という質問に、1クラス2～ 3人程度の

みの生徒が挙手した程度であった。また、「うまく切断できず出がってしまつた」とか、「
一生懸命切つたがうまくいかず疲れた」な

どの感想も見られた。また、「上手に効率よく切断できるようになりたいか」という問いに対しては、全員がそうなりたいという解答

を示した。これらのことから生徒たちは、のこぎりで切断した経験はもつものの、「上手に効率よく切断できる」という技能面での実
感をもつたことがほとんどなく、できるようになりたいという自分を高めることに対して強い意識や願いをもつていることが確認さ

才した。また、現段階においては製作に対して強い興味を持つていることが授業態度から感じられる。したがつて、加工の導入とそれ
ぞれの材料の特徴を体験的に理解させるため、比較的容易な箱の製作を導入題材として取り上げ学習を進めることとした。
ここでは、個々の生徒が製作を行うにあたり、材料を加工する際にもつとも必要とされる 「切断」について、木材を題材とし 「効
率よく上手に切断する」ことはどういうことかを体験を通して学ぶことを目的とする。また、自分の考えと他の生徒の発表を比べた

りすることによって考えを深めたりする活動を通して、個々がよりよいものを求め、今後の製作に意欲的に取り組んでいけるように

指導していく。

1  日  D寺

2 .学 級

3 ,題 材

5 指 導計画 技 術とものづくり (17時間)

(1)構造図や製作図を書くことができる

(2)材 料の加工をすることができる

(3)さ まざまな材料の特徴を説明することができる

(4)け がきを行うことができる

(5)製 作を行うことができる

48寺問

2時 間 (本時 2/2)

1時 間

2時 間

8P寺間

本時の達成目標

(1)木 材のりJ断において、固定や切断する際の力の入れ方 ・のこぎりを持つ位置に注意し、効率よく材料を切断する方法を説明す

ることができる。

(2)他 の人の意見を取り入れながら自分の考えをもち、話し合いに参加し、考えを深めようとする。

本時の指導構想

前時では、木材を生徒それぞれが自分のイメージどおりにうまく切断するために考えなければならないポイントについて、プリン

トに自分の意見として答えさせた。本時では、その意見と前時のうまくいかなかった様子を再現したVrRか ら 「効率よく切断する」

ことについてグループごとに話し合い、その結果を試行することによつて体験的に理解する時間としたい。本時では、効率よく切断

するためのポイントを明確にすることを第
一の目的とする。そのために、力の入れ方について取り上げ、切断する際に必要な 「固定J

と 「のこぎりを引くときの力」さらに 「材料にのこぎりを押し付ける力」について分析しながら捉えさせたい。このことを通して生

徒自身が 「上手に切れるようになつた」という満足感を持たせられるような授業としたい。こののことは、これからの製作を行う上

でも大きな自信につながることと考える。

本時の評価の観点

(1)木 材の切断において、効果的な固定の方法や切断する際の力の入れ方 ,のこぎりを持つ位置について体験と説明を聞くこと

を通して、実際に行うことができたか。

(2)自 分の考えをもち、他の意見を参考に話し合うことができたか。
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9 本 時の展開
※個に配慮する視点  (A〉 達成度 (B)学 習速度 (C〉 取 り組み方

(D)見 方 ・考え方     (E〉 興味 ・関心      (F〉 生活経験

域

階

過

程

時

間
学習活動 評価の視点 ・方法 指導上の留意点

学習形態

資料 ・教具等

菫
↓
　

入

課

題

把

握

1、 前時の確認

前時からの学習内容を確認する。

本時の学習課題を確認する。
のこぎりで効率よく板を切断するポイン

卜はなんだろう

1前 時までの既習内容を字習

プリン トで確認させる。

2 (E)の こざりで効率よく

切断するための方法を考えさ
せる

ヒノキの修

正材

学習プ リン

ト (前時)

展

　

開

課

題

の
追

求

3、前時のVTRを みて、前の時間を想起さ
せながら、具体的にどこを直せばよいのか視
点を持ちながら考える。

4、 自分の考えをプリントにまとめ各班毎
に、自分たちが見つけた切断のポイントにつ

いて話し合い、発表用画用紙にまとめる。

5、班ごとに話し合つた結果 (発表用画用紙)
を黒板に張り、発表させる。

6、 発表した中で 「力」が関係する部分 (①

固定について②力の入れ方③鋸の持ち
方)に ついて注目し、教師の演示を確認

する。

7、確認したポイントをまとめ、それをもと
に実際に作業する。

3(D〉 ①早くのこ身を動かす
もの。②国定がしつかりしてな

く動いて全然切れないもの③
きちんと固定しているが、もの

すごく切断の遅いものについ

てVTRを 見る。

4(D、 F〉ポイントとなる作
業に注意しながら自分たちの

考えたポイントをまとめるよ

う指導する。

5、 (D)そ れぞれの班の意見

をみて共通点を探すよう指導

する。

6、 (D)次 の点について注目
して見せる。

①固定について②力の入れ方

③鋸の持ち方

特にも力の入れ具合について

は、のこぎりを押し付ける力に

注目させるため、のこぎりに重

りをつけ、その違いから差がわ

かるようにする。

7、 (A、 D〉 実際に作業する

中で①固定について②力の入

れ方③鋸の持ち方についてア

ドパイスしながら二人ペアで

作業させる。

VTR

学督プ リ

(本時)

意見用紙

時)

卜

　

前

ン

　

て

のこざり

角材

量 り ( ペッ

ボ トル)

ト

Gli G2モ れまでの意見や自分の考
えをもとにポイントを理解し、謡

じ合いに参加できる。
G3イ也の生徒の意見を開き、自分の考
える意見と同じものを選ぴ発言

するよう指導する。

Cl::の こざりで切断する際に、固定

持つ位置、引く力、など具体的に2

つ以上に注意して作業を行うこと

ができたか

G21のこぎりで切断する際に、固定、

持つ位置、引く力の中からひとつ

でも注意して作業を行うことがで

きたか。
G3切 断についての説明を確認し、今

回のポイントをもう一度確認して作

業させる。

終

　

結

ま

と

め

8、のこぎりを用いた本材の切断についてま

とめの V「Rを 見て説明を聞く。

7、次時の学習内容を確認することができる

8、 (D〉 キーワー ドをおさえ

ながらVrRを 見るようにさせ

たい。

VTR
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学習プリント「技術とものづくり」 年  月  日

年 組 審 氏名

学習課題

Oや つてみよう

のこぎりで効率よく切るポイントを自分で試しながら考えてみよう。

今回は 「切る」について深く考えてみよう。

課題に対する自分の考えをプリントにまとよう。

視点① :前回、自分で試してみて大事だと思ったところ

視点② :VTRを 見て考えたところ

①自分の意見
自分がポイントだと思つたところ

②グループの意見

韻
一一Ｈ一端卜Ｈ一

‐‐
μ
∞
∞
‐―

鷺

一

感想



―

申
∞
ｏ
ｌ

1年 生技術分野 題 材名 A 技 術とものづくり 「 1.生 活を豊かにするものをつくろう」

月 早 万 到達目標 評価基準 4軍価の観f 判断基準 評価 評価方法

０

１

4  構 想 を

表すには

(4時 間)

生活 の中で利

用 されてい る

材 料 の特徴 と

利用方法が理

解できる。

製 作品の構想

の表示方法 を

知り、製作に必

要 な図をか く

ことができる

様 々な製 品の

機能や じょ う

ぶ にす るため

の構造が理解

できる。

(2) イ 、

身の回りに使われている様々

な材料を観察し、その特徴の違

いを比較しようとしている。

進んで立体を正確にかき表そ

うとしている。

関心 木材、金属、プラスチックを観察したり比較したりしながら、特徴など

について積極的に調べ、それらが身の回りの製品の中でどのように生か

されているかを考えている。

キャビネット図、等角図ともに、ていねいにかき表そうとしている。

A 発表、問答

授業観察

学習 プ リン

ト

木材、金属、プラスチックを観察しながら、それらの特徴などについて

調べている。

どちらかの方法だけでも、ていねいにかき表そうとしている。

B

必要に応じて個別指導を行い、材料を観察するポイン トを指摘したり、

教科書を調べたりさせる。 今 後の製作を行う際に、知っていなければな

らない内容については、特に注意深く指導する。

キャビネット図、等角図のどちらか一方だけでも、教科書を調べながら

理解させ、基本的な立体の例を提示しながら、それぞれのかき方のポイ

ントを個別またはグループ指導する。

C

製作品の機能や構造、材料、接

合方法などを使用目的や使用

条件に合 うように工夫 してい

る。

創意 各自の目的に合った、こだわりのある製作品の設計を考え、その特徴に

応じた材料や接合方法などを、実験を通して自ら試行錯誤しながら修正

を加え、その考えを工夫している。

A

教科書や資料集などを参考にしながらも、各自の目的に応じた製作品の

形や大きさを考えた設計をし、他の生徒を参考にしながら工夫している。
B

製作する上での問題点や困難そうな点を指摘し、実験や問答などを通し

て、その解決方法をできるだけ生徒に気づかせるように助言する。
C

キャビネット図や等角図を用

いて立体を正確にかくことが

できる。

うに合旨 キャビネット図、等角図どちらかの方法で、様々な立体を正確に、てい

ねいにかき表すことができる。
A

キャビネット図、等角図どちらかの方法で、基本的な立体を正確にかき

表すことができる。
B

キャビネット図、等角図のどちらか一方だけでも、それらのかき方を教

科書を調べながら理解させ、基本的な立体の例を提示しながら、それぞ

れのかき方のポイン トを個別またはグループ指導する。

C



・１
・
ド
〇
〇

―

様々な材料の特徴と利用方法

について理解できる

キャビネット図や等角図のか

き方が理解できる。

製作品を設計していく際の使

用目的や使用条件、機能やじょ

うぶにするための構造が理解

できる。
イ

知識 木材、金属、プラネチックの特徴や利用方法、各部の名称などが理解で

きる。

キャビネット図(等 角図ともに、そのかき方が説明できる。

様々な製品には使用目的や使用条件に合った機能や、じょうぶにするた

めの工夫点が説明でき、ものづくりのための設計の手順が考えられる。

A

木材、金属、プラステックの違いや木材の各部の名称、繊維方向と強さ

について指摘できる。

キャビネット図、等角図のどちらか上方のかき方が説明できる。
様々な製品には使用目的や使用条件に合った機能や、じょうぶにするた
めの工夫点があることが理解できる。

B

必要に応じて個別指導を行い、材料を観察するポイン トを指摘したり、

教科書を調べたりさせる。 今 後の製作を行う際に、知っていなければな

らない内容については、特に注意深く指導する。

キャビネット図、等角図のどちらか一方だけでも、それらのかき方を教

科書を調べながら理解させ、基本的な立体の例を提示しながら、それぞ

れのかき方のポイン トを個別またはグループ指導する。

身の回りの様々な製品を観察させながら、教科書をよく調べさせ、学習

プリン トにまとめさせる。厚紙等を利用しながら構造による強さの違い

などを観察させる。

C
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1年生技術分野 題 材名 A 技 術とものづくり 「 1.生 活を豊かにするものをつくろう」

月 単元 到達目標 評価基準 坪価の,岸 判断基準 評価 評価方法

1 1

1 2

ユ

2

3

4  材 料 を

カロエ して部

品にしよう

(13時 間)

材 料 に適 した

工具 と工作機

械 の使用方法

を知る。

自分が使 う材

料 の加工方法

を知る。

作 業順序 を知

り,製 作工程表

をつ くるこ と

ができる。

きりしろ・けず

りしろ と材料

の方向,省 資源

に配慮 してけ

がきができる。

安全 に配慮 し

て,正 確な部品

加工ができる。
工具 を適切 に

使 い組立て及

び仕 上げがで

きる。

機器 の しくみ

を知り,安 全に

配慮 して作業

できる。

イ

イ

ア

ア

３

４

Ａ

Ａ

製作に使用する工具や機器の

使用方法を調べようとしてい

る。

工具や機器の仕組みを生かし,

効率的に作業を行お うとして

いる。

製作に使用する機器のしくみ

を調べようとしている

関心 材料に適した工具や機器の使用方法と効果的な利用方法を調べようとし

ている。

工具や機器のしくみを活かし,設 計通りの部品加工を効率的に行お うと

している。

材料に適した工具や機器の使用方法や効果的な利用方法を調ギようとし

ている。

A 発表、問答

援業観察

学 習 プ リ

ト

実技テス ト

テス ト

作品

ン

製作に使用する工具や機器の使用方法を調べようとしている。

工具や機器のしくみを活かし,効 率的に作業を行おうとしている。

材料に適した工具や機器の使用方法や効果的な利用方法を調べようとし

ている。

B

工具や資料などを準備 しておき,必 要に応 じて提示する。

工具や機器の正しい使い方等を個別に指導する。

工具や資料などを準備しておき,必 要に応じて提示する。

C

材料や加工条件に適 した工具

を選択し,その機能を生かした

使い方を工夫している。

創意 材料やカロエ条件に適した工具を選択し,そ の機能を活かした使い方や精

度,作 業効率を工夫している。

A

材料やカロエ条件に適した工具を選択し,そ の機能を活かした使い方を工

夫している。
B

個別に繰り返し指導する。 C

材料に適 した工具や機器を使

い加工ができる。

けがき工具を正しく使い材料

を無駄なくけがくことができ

る。

工具や機器を適切に使い部品

加工ができる。

工具や機器を安全に使用でき

る。

工具や接合材料を適切に使い

組み立て及び仕上げができる。

ボール盤のねじの締め付け・ベ

ル トの傷の確認,給油等の保守

点検を行うことができる。

ち宅育旨 材料に適した工具や機器を使い, 自分で立てた課題の加工ができる。

けがき工具を正しく使い、切りしろ削りしろを考え無駄なくけがくこと

ができる。

工具や機器を適切に使い設計通りの部品カロエができる。

工具や機器を安全に使用できる。

工具や接合材料を適切に使い精度の高い組み立て及び仕上げができる。

ボール盤のねじの締め付け ・ベル トの傷の確認,給 油等の保守点検を行

うことができる。

A

材料に適した工具や機器を使い加工ができる。

けがき工具を正しく使い材料を無駄なくけがくことができる。

工具や機器を適切に使い部品カロエができる。

工具や機器を安全に使用できる。

工具や接合材料を適切に使い組み立て及び仕上げができる。

ボール盤のねじの締め付け 。ベル トの傷の確認,給 油等の保守点検を行

うことができる。

B
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個別に繰 り返し指導する。

材料取りの方法を再確認させ,個 別に指導する。

工具や機器の正しい使い方等を個別に指導する。

個別に組み立てや仕上げについて指導する。

C

製作の工程とその加工技術に

関する知識を身につけている。

材料に適 した加工に関する知

識を身につけている。

工具のしくみと効果的な使用

方法を理解している。

製作に使用する機器の保守と

事故防止に関する知識を身に

つけている。       '

作業に適した服装で,機器を使

用する際の事故防止ができる。

そ日識 作業順序、各工程の内容や必要な工具等を整理した製作工程を説明でき

る。

材料の種類,厚 みや大きさに適した加工法が説明できる。

材料に適した工具の使い方と工具のしくみ、効果的な使用方法を説明で

きる。

製作に使用する機器の保守と事故防止に関する知識を身につけており説

明できる

作業に適した服装で機器のしくみと正しい使い方及び作業の心得を確認

し,安 全に注意して作業をすることができる。

A

製作品の加工の順番と製作の工程が説明できる。

材料に適した加工法を説明できる。     ′
工具のしくみと効果的な使用方法を説明できる。

製作に使用する機器の保守と事故防止に関する知識を身につけており説

明できる

作業に適した服装で機器のしくみと正しい使い方及び作業の心得を確認

し,安 全に注意して作業をすることができるs

B

製作の工程を教科書や資料などで提示する。

材料に適した加工方法を再確認するように指導する。

工具のしくみと効果的な使用方法を再確認するように指示する。

工具や資料などを準備しておき,必 要に応じて提示する。

個別に繰 り返し指導する。

C


